
※申し込み・詳細の問い合わせは犬養万葉記念館まで

４月７日（木）みんなで歌おう懐かしの歌　11時～正午　500円
４月17日（日）岡本三千代の万葉ゼミ　13時～ 15時　参加費：1,000円（要予約）
４月21日（木）まで　明日香法－「日本のこころのふるさと」を守り活かす法－

（明日香法制定４０周年記念誌発刊記念パネル展）無料
４月24日（日）～５月７日（土）明日香村後援「奈良の近代文学詩人・吉増剛造と奈良」

次の文化勲章候補と言われる日本を代表する詩人、吉増剛造の奈良の旅を通した写真作品展です。

　飛鳥浄御原宮におられた天武天皇は珍しく降った大雪に心が躍り、「あなた
のいる大原の古ぼけた里に降るのはもっと後のことでしょう」とからかい半分
に藤原夫人（藤原鎌足の娘）に歌を贈りました。夫人は「私の里の水神に言
いつけて降らせた雪のかけらがあなたのところに飛び散ったのでしょう」とすぐに切り返して歌っています。歌から空間
的にかなり隔たっているように思えますが、実際には１キロほどに過ぎず、ユーモアあふれる夫婦のやり取りが愉快です。
　２首が刻まれた歌碑は犬養先生の揮毫で、大原神社に建っています。神社の奥には「藤原鎌足産湯の井戸」があります。

明日香村小原（大原神社）

くだ

わが里に　大雪降れり　大原の
古りにし里に　降らまくは後

わが岡の　おかみにいひて　降らしめし
雪の摧けし　そこに散りけむ

巻 2・103　天武天皇

巻 2・104　藤原夫人

４月の予定

● 明日香村の万葉歌碑を歩く⑬

新 着 図 書 案 内

～お 知 ら せ～
明日香小学校・聖徳中学校教諭　城律男さん著書

『歩き楽しむ飛鳥の植物』
金壽堂出版

入荷しました！ぜひご覧ください！

『民王 シベリアの陰謀』
池井戸潤 KADOKAWA

『不審者』 伊岡瞬 集英社
『近鉄特急伊勢志摩ライナーの罠』

西村京太郎 徳間書店
『今はちょっと、ついてないだけ』

伊吹有喜 光文社
『月曜日の抹茶カフェ』 青山美智子 宝島社
『ミカエルの鼓動』 柚月裕子 文藝春秋
『大江戸科学捜査八丁堀のおゆう

ステイホームは江戸で』
山本巧次 宝島社

『准教授・高槻彰良の推察２』
津村御影 KADOKAWA

『ブラックボックス』 砂川文次 講談社
『スモールワールズ』 一歩ミチ 講談社
『暮らしの中のインドアグリーン』

安元祥恵 家の光協会
『５０代になった娘が選ぶ母のお洋服

魔法のクローゼット』
くぼしまりお KADOKAWA

休館日：４月２９日（金・祝）
明日香村図書室

明日香村大字川原９１番地の３
（公民館向かい２階）
☎５４－４４３０

開館時間：９時～１７時
正午から１３時までは図書室を閉室しま
す閉室時間内の返却は、返却ボック。
スをご利用ください。（ＤＶＤは不可）

『だるまさんシリーズ「が、の、と」』
かがくいひろし ブロンズ新社

『ゾンビハムスターねずこ』
原田たけし ワイヤーママ

『学校では教えてくれない大切なこと』
図工が楽しくなる 鳥居志帆
科学っておもしろい 入江久絵
考える力の育て方 オオタヤスシ 旺文社

明日香村図書室だより 
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公民館からのお知らせ 問い合わせ：明日香村中央公民館　☎５４−３６３６

・
ト
レ
ニ
ン
グ　

共
に
励
ま
し　

短
歌
・
花
も

　
　
　
　

話
し
た
友
は　

会
へ
ぬ
ま
ま
亡ゆ

き
ぬ	

吉
田　

清
子

・
雲
も
な
き　

青
空
め
ざ
し　

裸
木
は

　
　
　
　

春
に
向
ひ
て　

天
を
突
き
刺
す	

森
田　

幸
子

・
我
が
作
り
し　

ら•

ふ•

け•

つ•

染
の　

寒
牡
丹

　
　
　
　

額
に
か
か
げ
て　

眺
め
や
す
ら
ぐ	

馬
場　

し
づ
子

・
戦
時
中
の　

こ
と
教
わ
り
き　

百
ひ
ゃ
く

一い
ち

の

　
　
　
　

亀
代
お
ば
ち
ゃ
ん　

去こ

年ぞ

み
ま
か
り
し	

松
本　

義
夫

・
孫
の
住
む　

東
京
の
街　

写
り
た
る

　
　
　
　

八
王
子
に
も　

積
り
た
る
雪
が	

西
村　

道
子

・
箱
火
鉢
に　

炭
あ
か
あ
か
と　

い
こ
し
つ
つ

　
　
　
　

寒
の
持
て
成
し　

な
さ
む
と
思
ふ	

立
見　

千
代
子

・
香
の
来
る
は　

木
戸
の
向
こ
う
か　

風
に
乗
り

　
　
　
　

ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
に　

梅
は
歌
い
し	
寶
藏　

八
重
子

・
忘
れ
置
き　

嘴
く
ち
ば
しの
よ
う
な　

新
芽
出い

づ

　
　
　
　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
植
え　

春
を
待
ち
わ
ぶ	

脇
田　

智
子

・
裸
木
の　

宙
に
織
り
な
す　

線
模
様

　
　
　
　

桜
は
さ
く
ら
の　

容
か
た
ち
あ
ら
わ
に	

　
　
　

奥　

ま
さ
み

公民館主催講座申込書

申 込 講 座 名
陶芸・英会話講座（初級）・英会話講座（中級）・手話講座

※〇をお付けください。

住 　 　 所

〒　　　-

電 話 番 号

ふ り が な

氏 名
年齢（　　　　　）

開講案内等の連絡に利用させていただきますので、書き間違い等ないようご注意ください。

公民館休館日：４月２９日（金・祝）

短
歌
短
歌
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公民館主催講座のご案内
●匠講座
〈陶芸講座〉　　　　　
【回数】年間６回（すべて日曜日）
　初回：６月１２日（日）　９時～１０時３０分
　　　　６月２６日／７月３日／７月１７日／９月４日／９月１８日　９時～１１時３０分
【場所】初回：中央公民館　２回目以降：講師の工房　
【教材費】５，０００円程度　※教材費は、初回にご持参ください。
【定員】１５名　【講師】脇田　宗孝　先生　【締切日】５月１６日（月）※先着順
【受講資格】村内在住・在勤、村で活動する団体の方、公民館クラブ員の方

●英会話講座
　やさしい日常会話から言語や文化に対する理解を深め、実践的なコミュニケーション能力を身に
つけ、英語の楽しさを体感しませんか？
【対象】・初級…英会話未経験者　
　　　　・中級…経験者
【回数】年間１４回程度（各水曜日）
　　　　※詳細日程については、申込者に後日通知します。
【場所】中央公民館１階会議室　【教材費】無料
【講師】パケッテ・ルーク・アンドレ　先生　【締切】４月２８日（木）　
　※日程が変更になる場合があります。
【受講資格】村内在住・在勤、村で活動する団体の方、公民館クラブ員の方

●手話講座
　喜怒哀楽表現を中心に、明日香村のおもてなしに役立つ手話を学べます。
　手話でコミュニケーションがとれることを目標に進行します。
【受講資格】村内在住の方、村で活動する中高生以上の方
【回数】全１２回（すべて木曜日）
※日程が変更になる場合があります。
　４月２８日、５月２６日、６月２３日、７月２８日、８月２５日、９月２２日、１０月２７日、
　１１月２４日、１２月２２日、１月２６日、２月１６日、３月２３日
　２０時～２１時
【場所】中央公民館２階研修室１　【受講料】無料　【定員】２０名（先着順）
【講師】上村　文洋　氏　【締切】４月１８日（月）

【申し込み・問い合わせ】
　申し込みの際は、公民館主催講座申込書（１０ページ下部）に必要事項をご記入いただき、教育
課まで持参またはＦＡＸください。

明日香村川原９１番地の１　明日香村中央公民館内　教育課
☎５４－３６３６　ＦＡＸ５４－４６４７

※いずれの講座についても、募集締切の段階で５名以上申し込みがなければ開講を中止します。
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２０２２（令和４）年度飛鳥史学文学講座　開講案内
講 開講日 所属 講師（敬称略） 演題

第１講 　４月１０日（日） 関西大学文学部教授 米田　文孝 高松塚古墳発掘５０周年を考える
―調査研究の成果と今後の課題―

第２講 　５月　８日（日） 関西大学名誉教授 西本　昌弘 牽牛子塚古墳の諸問題

第３講 　６月１２日（日） 関西大学副学長・
文学部教授 藤田　髙夫 東アジアの古代石刻文化

―古代漢字文化の諸相（二）―

第４講 　７月１０日（日） 関西大学文学部
非常勤講師 今尾　文昭 飛鳥「猿石」の誕生と変遷

―幕末維新期の陵墓と在地社会を映す―

第５講 　８月　７日（日） 関西大学文学部教授・
なにわ大阪研究センター長 乾　善彦 歌物語としての『古事記』下巻

―『古事記』仁徳天皇条をよむ―

第６講 　９月１１日（日） 作家 玉岡　かおる 万葉人と大海原
―海洋と船で眺める古代文化―

第７講 １０月１６日（日） 関西大学文学部教授 長谷　洋一 奥高野・野迫川村の仏像
―知られざる秘境の仏たち―

第８講 １１月１３日（日） 関西大学文学部教授 井上　主税 朝鮮半島情勢から考える高松塚古墳
・キトラ古墳

第９講 １２月１１日（日）
関西大学客員教授

※２０２２年４月１日
就任

徳田　誠志 畿内大形古墳の調査と研究
―箸墓古墳から見瀬丸山古墳まで―

第１０講 令和５年
　１月１５日（日） 関西大学文学部教授 村田　右富実 歌から見る持統朝の雑歌

特別講 　２月１２日（日）
（午前） 明日香村村長 森川　裕一 古代飛鳥の国づくり第７考

―飛鳥藤原の世界遺産登録を読み解く―

第１１講 　２月１２日（日）
（午後） 関西大学文学部教授 黒田　一充 春を告げるまつり

―東大寺二月堂修二会―

第１２講 　３月　５日（日）
明日香村教育委員会

文化財課課長補佐
関西大学文学部非常勤講師

西光　慎治
高松塚古墳「壁画」発見５０周年

飛鳥の王陵を考える
―飛鳥地域の終末期古墳研究最前線―

　関西大学飛鳥文化研究所では明日香村教育委員会と共催で「飛鳥史学文学講座―やまと・あす
か・まほろば塾―」を年１２回開講しています。２０２２（令和４）年度は、特別講を含め１３回
となります。
　この講座は、高松塚古墳壁画の発見を機に、関西大学の研究成果を広く社会に還元しようとして
始まり、今年で４８年目を迎え、受講者数は延べ約１１万人を超えています。
　明日香村在住の方は受講料無料となっています、ぜひご来聴ください。
【申し込み・問い合わせ】　関西大学教育後援会　☎０６−６３６８−００５５

【会場】
　明日香村中央公民館　1階　ホール
　〒６３４−０１４１　明日香村大字川原９１番地の１
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